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学 部長就任 の 挨 拶 と 若干 の 独自



































































































教 育 学 部 新 移 行 生 諸君 に
この文章が人自に触れる頃には， 専門課程へ進級し











































































でなく ，参考書を読み， 討論をし， 最終的には書いて
表現するという多様な活動が必要なのである。 アメリ
カの大学において，乙うした多様な訓練が厳しく 行わ
αp α頭車D 新 任
0佐々木光三 教授（教育学部附属教育実践研究指導
センター） 6 1. 9. 1 
昭27. 3 東京帝国大学法学部法律学科卒業
担当：




0斯波↑亘正 助教授（経済学部） 6 I. 9. 1 
昭56. 5 ペンシルパニア大学大学院経済学研究
科修了（経済学博士（Ph. D in 
Economics ) )  
担当：政策科学（計量経済学）












諸君の奮起を期待したい。 ）また， 書く 乙とは読書の
際Kも重要である。 コピ ー全盛の時代であるが，抄録








教 官 α蛮：®］：） cro 




0筒井 洋一 講師（教養部） 61. 9. 1 6 
昭61 . 9 神戸大学大学院法学研究科博士課程
後期課程 単位取得退学
担 当：政治学

















































































































































しています。 7 月1 日付で当
大学に赴任しました。 専門は
























































教養部講師 松 崎 一 平
『自由意志論』とか『告白』とか）に興味を持ち， 幾
っか論文をまとめてまいりました。 乙れからはアウグ






















































































































































































































経済学部教授 増 田 信 彦









































今年 3 月13日の深夜に， ヨーロッパ宇宙局が打ち上
げた探査衛星「ジオット 」 がハレーすい星のしつぼに




中国「老百姓」 の 世界 に ふれて





























































































































































































































雑誌「地理J ( 1 984年12月）に発表されている。また，







































































桂木健次 ： 富山の都市構造 と 「克雪」政策の研究 萩野 聡 ： 富山県雪僚例 と市民生活 の研究
私 の 日 本 （ 富 山 ） 体 験
日本 とボリ ヴイアの位置関係は ， 緯度も経度も真反
対に なります。日本は海に固まれ た国， 一方ボリヴ ィ
アには海岸がありません。 民族については ， 日本は単
ーであるのにくらべ ， ボリ ヴィアは多民族国家です。
イ ンデイオ系 ， ヨーロ ッ パ系， アジア系 ， アフリカ系
と 傑々 な 民族からなっています。日本は酒家と して
1000 年以上の歴史のある国です。ボリ ヴイアもイ ン カ
帝国の一部として栄え ていましたが ， 植民地開拓者た
ちの蛮行によって滅ぼされました 。現在は多人種混血
の文化を侍っ た 国です。
両国をこのよ う に比べますと ， その違いは著しく，
相互に理解しあ う 乙 とがし功刈ζ難しし1かわります。加
え て ， 両国間の距離が， 通信費を高くし ， 相互交流を
困難な ものにしています。
従っ て ，日本に来る前の私にとって ， 日本と はどん
な 固 な のか ， はっきりつかむ 乙 と ができませんでした 。
来日前，私にと って日本 と は，
／ ＼ イ テク ノ ロジーの国
天然 資源が ない固 ながら， 主要 な 輸出国
人口密 度 513／凶（ボリヴ ィ ア 9 ／凶）
・ 世界で一番難しい言語の国（おそ らく完全に日本
語をマス タ ー するのは不 可能）
一宗教（仏教 ？） 文化の国で ， 神秘的， かっ理解
でき ない文化をもっ国
世界でもっ と も発達した 国のひ と つ。一方 ， 特別
な日や式典の際Kは ， 何世紀も前から伝わる衣裳
きもの や ゆかた を着る国
第2次世界大戦敗戦で破壊され た のがた っ た40年
前 な のに ， 現在， 世界で有数の経済力をもつに至っ
た国
でし た 。
乙 んな イ メー ジ‘を持っ て ， 1985年 4 月 5日に日本に
来ました 。その日から， 名古屋で 6 ヶ 月間の日本語集
中コースで勉強しました 。その間 ， ほとんど、四戸時中日
本語ばかり勉強した にもかかわらず， その成果はさっ










きるものでは 佳いからです。毎日少しずつ ， 生活の中
から学びとるのです。
1 985年IO 月 ， 富山に来ました。そして 乙 こでやっ と
日本人の習慣と 日本語を知るこ とができました 。ま た ，
富山だけ で なく ， ほかのと ころを見る機会もありまし
た。そこで ， 富山 と 他の都市， た と えば ， 東京 ， 名古
屋， 大阪 とE ど と をくらべてみる と ，富山は小 さい町で
す。重要な国際（空） 港もありません。しかし，古い，
伝統的な 文化を維持しており， 特に文化が極端に違う
西欧人にとって ， これはすばらしいこ と です。富山で
は ， 富山以外から来 た 人 ， 特に外国人滞在者に対し て
は寛大な 心をみせてくれ 玄 す。私が日本の生活 にJI贋応
できた のも， 日本語が使 えるよう になった の も ， 富山
の人のこの寛大な 親切のおかげ、だと 確信しています。
現在 ， 富山大学工学部の大学院で勉強しています。




富山の天候は ， 私にと っ ては慣れ ないものです。夏
は暑すぎるし ， 湿 度 も高い。夏の終りには突然季節が
かわり， 紅葉の美しい秋になります。それからゆっく
りゆっくり冬がやってきて ， やがて雪が降ります。雪
は珍しく， 美しい。昨冬 ， 雪をたっぷり楽しみまし た 。
クラス メ ートι ス キーも教え て もらいまし た 。しかし，
やはり ， 雪のない固から来 たわた しにとって，寒さは
こた えます。（ボリヴ ィ アは 暑い国。冬でも気温は15
度くらし、） そして ， 暖かい風が吹き ， 春。美しい花の
季節 です。特に日本の自然美を代 表するのが ’ さくら’
の花です。
私に とって ， 日本は ， やはり， 神秘的です。時々 ，
ボリ ビアと は違いすぎる乙 の文化の中で，淋しく な る
こ と もありますが ， それよりは ， もっ と もっ と ， 日本
のこ とを知りたいと 思 う気持ちの方が強いです。
日本を ， 本当に知るには ， あと ， どのく らい勉強し
た らいいでし ょ う か。
に－M唱・A
留 学 の 感 想
私は今年の4 月に富山 犬学 に入学しました。 その前
広東京で 1 年余り日本語を勉強しました。 友達数人 と
一緒 κ台湾の電子技術学校を卒業して， 日本の先端電
子技術を学びたいので来日しました。 東京では学校の
近所のアパ ートを友達と 一緒 に借りまして ， 自分達の
共通語を話しますので，日本語の勉強はなかなか上手





方に親切 な案内をしていただ き まして， 本当 に心から
感謝致します。
私の国マレ ー シアは熱帯雨林気候で， 天然ゴ ムと ス
ズの生産は世界的ですが， 今 発展の途中の国なので，
先進国から勉強したい事が多いのです。 面積は33.3万凶 ，
人口は 約千五百 万人， 人口構成は多種民族， 中国人，
マレ 一 人， 印度人など， 言葉も色々 あります。 祭日は




ん。 日本 には， 四季の変化がありますので， 春夏秋冬
の変化を初めて経験しました。 と ても面白いです。 去
年は， 1 年中東京で住みました。 夏はマレーシアと あ
まり変りませんが， 湿 度は日本の方が高いで、すb 雪は
東京では余り降りませんでしたが， 乙れから 四季がは
っ きりと 分かれている北陸地方の冬を迎えます。 先生
方や友達の話しに より， 北陸の雪の降る程 度にはび．っ
くりしました。 こ れ か ら ， もう 一つの新鮮な経験 に





友達を訪ね’ に 行 く 時 ， 道が分りませんでした。 友達の












ですが， 高層 ビルが沢 山建っています。 東京 にいる時，
町に出たら， 殆ど高層 ビルしか見えませんでした。 交
通方面は と て も 発達しています。 高速道路や鉄道など
とても立派です。 電車に乗れば と ても便利です。 地下





れませんでした。 刺身を見たら， なん と も気持悪い感
じでした。 2 年近く日本で生 活をして き ましたから，
今は日本料理はなんでも食べられるように な り ました。
自分の慣れた食物の種類 とは違いますけど ， やはり日
本に留学していますから， 同 とか日本人 と 同じような
食事をし なければ なりません。 中国料理は口に合いま
すけど， 日本料理も嫌いではありません。 今日本の生
活もだいぶん慣れて来ました。
富山 に来た頃， やはり東京 と違います。 留学生 と一
緒に生活していた頃 と 較べる と，急、に新 しい理境 に変
ったので， 知り合いの人はいません し， 伺ととEく不安
な感じでしたO しかし大学方面の皆様や新しく知りあ
った日本人の友達が皆親切にしてくれるので， 分から










す。 来年の秋 広皆 と同じように専門課程に行けるよう
に頑張ろう と 思っています。
- 1 6 一
私 の 留 学 生 活 私 の 先 生 た ち
昭 和田年 の秋10 月19日K ， 思師の福井大学の黒坂満
輝先生と師弟同伴で， 中国の西安か ら 上海経由 ， 大阪
に むけて ， 出発した 。 その時私の学校 ， 西安 外国語学
院と福井大学とは姉妹校 になる予定であった。
黒坂先生 ど夫妻は昭 和54年か ら 55年までの 2年間外
国人教師として わが学校で日本語を教えておられた。
その時は中国政 府が外国応 対して解放政策を と っ た ば
かりの時期なので ， 黒坂先生 ご夫妻はわが学校の農初
の日本人教師であっ たし， われわれ日本語科の学生た
ちの巌初の日本人の先生であった。 その時， よく先生
のお宅 に 呼ばれて， 冷たい ビールを ごちそうになっ た。
中固に は， まだ冷蔵庫が少いた め． 冷たいビ ールを飲
む経験がぜんぜん なかったか ら格引か味で今でも忘れ難
い。 その先生のおかげ‘で ． 私は留学する乙 とができ，
日本の土を踏んだのである。
実は西安外国語学院を卒業してから， 日 本 に 留 学
するまでは ， その学校で助手， 講師という仕事をして
いた が， その時には ， 日本語のレベル も ， 日本に 関す
る知識 も 低いので， 思い出してみれば， なんだか， そ
の時， 学生たちにおぼ つかない日本語 ばかり教えてい
た 気もし てくる。
福井大学区来てから， 日本文学の越野格先生に つい
て ， 日本近 代文学の勉強を始め た。 読書会K 出 たらメ
ンパーの学生たちが伺ペ ー ジの話を し ているのか も分
ら なくて， つ ら かっ た。 越野先生がとても 心配して ，
授業の前 にいつも 資料のコ ピ ー を沢山とってくれたり
してようやく助っ た 。 自分 も だんだんやる気が出てき
た 。
も と もとは， 大学院に入って日本文学を勉強するこ
となど考えてもいなかっ た 。 1 年ぐらい日本で、 生活し
て， まあ， ある程度日本語だけうまくなれば中国に r庸
ろうと思ってい た が， 勉強というのは， なにか泥沼に
で も はまり込むよう なもので， なか なかそ乙か ら抜け
出 ら れ ないようである。
黒坂先生と越野先生の激励で， 私 も 「よし ！ やって
みよう。 」と大学院に行く決心がつい た。 しかし ， 福
井大学 には大学院がないため， 富山大学の中国文学の
三宝政美先生に 留学生募集のことに ついて打診し たと
乙 ろ， 富山 大学問今年は じ めて人文幣IW購読が出
来たが， 留学生も 日本人江凌験生と同じ試験を受けて ， 成
外 国人留学生大学院人文科学研 究科
蘇 思 純 （ 中 国 ）
績に よって受け 入れる乙とに なっているという返事を
得た。 その時に ， 福井大学の先生 たちか ら 乙う言われ
た。 「がんばれよ， 今度は失敗し ないようにな ！ J と。
実は ， その前， 金沢大学大学院の試験 も受け た がみご
とに 若ちてしまっ た のである。 どう も私は北陸三県K
未練があるようであった。
富山大学大学院の試験を受け た 日の保子 は今でもは
っきり覚えている。 北陸の天気は中国の大陸の天気と
ちがって， すぐ 変わる もので ， もう 4 月 というのに，
その日は 雨と風がひどくて， 手がふるえるほど寒かっ
た。 厚着をすれば， もっといい点数が取れたのにと ，
あとからよく言われた 。
試験日の前 の晩は富山駅の近くの ワシン ト ンホテル
に泊った。 食事の時にテーブルの上に置いてある日本
占い協会の円い ものに興味があ って， 百円玉を入れた。
円いプラス チッ ク の小さな玉がころんで出た 。それを
あけて見ると別に大した 乙と も書いてないが， 自分の
ラ ッ キ ー ナ ンパ ーだけを覚え た 。部屋 に ついて見たら，
おもしろいことには， そのナン バ ー は， 部屋番号と一
致し た。 試験は無事に合格し た 。
4 月 の末に入学し た が， 普段より1 ヶ 月 ほどおそか
ったので， 下宿さがしに大変であっ た。 いいなと，思っ
た ら ， 家賃 も いい。 安いなと思 っ た ら ， まるで芥 川の
「羅生門Jみたいであった 。三宝先生は私をつれて ，
2時間 も かかって， いろんな所をまわって探してくれ





の両側に きちんと並んでいる。とくに 正門か ら入ると，
2列の並木があって， わりと中国の大学と似て， 私に
とってとて もなつかしい 気 も する。学部の学生たちは
案外ス ポー ツが好きで ， 体を動かすのがめんどうくさ
い私は， 困る乙とがある。 ソフ ト ボールに 行 乙うよと
誘われると， いつ もかんべんしてくれ と積むのである。
富山大学での生活はあっという聞に， も う半年ほど
経ってしまっ た 。 北陸にいた 2年の聞に ， ほとんと‘病




ったが， い き なり日本文学の研究の世界に入ると ， 本
当にむずかし く て， 理解に苦しむこと が沢山ある。今
は， 人文学部の日本近代文学の山 口 幸祐先生の指導の
下で勉強し て い る 。 先生 は と て も親切で ， 私の 乙
とをいろいろ心配して， 授業の時間割表ま でつく って
く れた。そのかわりにほとんど毎週レポートをしなけ
ればな らない。とてもき びしい先生でもある。
日本での勉強が終ったら， やはり， 中 国のもと の学
校にもど、って ， 日本文学の教師になりた い と思ってい
る。将来少しでも日本の文学 ， 日本に関すること， 及
び日本の先生 たちのこ とを中国の学生たちに伝え ， 理
解してもら う のは私の夢である。そのために， これか
ら， もっ と がんばるつ もりです。皆さん， ど う か ， よ
ろし く お願 いし ま す。（ 1986. 1 l .  1 5記 ）
(;I),め
学 部 だ よ り (;(XX> 
圃 人 文 学 部
中 部 哲 学 会 開 か れ る
10月3日（金）の午後から 4 日（土）の午前にかけて，
中部哲学会昭和61年度大会が本学の人文学部で開催さ
れた。 中部哲 学会は日本哲学会の地方版である。 本学
で‘の開催は二度 目 である。会員数は 約 150 名であるが ，
学会参加者はそ う 多 く はない。50名ほどである。
10 月の初旬は天候にもめぐ ま れ， 立山の雄姿が望 ま
れると期待していたが， 1 日目 の夕 刻か ら 雨。翌日は
晴 れたが立山は雲の中にあった。大方の参加者は北陸
の変り易 く ， どんよりとした天候を改めて確認させ ら
れただけであったよ う で ， 土 曜の午後から観光に出か
けるものも少な く ， そそく さ と 帰 路についたよ う であ
った。
第 1 日目 は研究 発表 ， 2 日目がシンポジウム， と い
う のが恒例のプログラ ムで ， 今回は研究 発表が 4本，
シンポジウムは「真理について」 であ っ た。研究 発表
は 1 人50分の侍時間， シンポジウムは（提題者3名）
3時間である。しかし議論は仲々深ま らず ， 質疑応答
の段階で時間切れとい う 態のものであ った。 200 人ほ
ど収容で きる大教室であったせいもあ ろ う か。
懇親会は人文学部の会議室で， 乙 乙 は人数からする
と少々狭か「たが ， あち 乙ちで話がはずんだ。はずん
だとい う より議論や談笑の渦 と 化してい た。酒は哲 学
者の心をも聞く もの与のだ。 「酒中真ありJ とはよく
いったものである。（中本昌年記）
中 部 英 文 学 会 開 か れ る
昭和61年10月 4 日（土）日本英文学会中部地方支部第
39回大会が， 本学人文学部及び教養部の校舎を会場 と
して開催された。中部 8 県に在住する英語学 と 英米 文
学関係者で組織される 乙 の学会は ， 毎年 秋に各県回り
侍ちで集会を待つ 乙 とを恒例 としている。富山での前
回の開催は昭和52年 であった。
参加者は会員と一般聴講者合わせて 約 250 名。支部
長の名大 ・ I l l崎先生の開会の辞で幕を開け， 午前中は ，
5会場で19（英語学関係 5件， 英文学関係10件 ， アメ
リカ 文学関係 4 件） の研究 発表が行われた。
午後には 『 英語教育 とコミュニ ケイ シ ヨ ン 』 ， 『 海
と文学 』 と題するシンポウジアがf寺たれた。いず‘れも，
司会 ・ 講師 と もに本学教官の担当で行なわれたが， 乙
う いった大会が各地域で回り持ちされることに ， 新し
い意義付けがなされたと 評価さ れている。
引 き 続 き ， 東京大学教授平 川祐弘先生による特別講
演 『 ハーンに於ける母性回帰 』 を聞いた。平 川先生は
ハーンが妻のセツコに宛てた 手紙に窺われる濃やかな
愛 情を手掛かりと して， ハーンの伝記的事実を援用し
なが ら 彼の女性に対する思 いを解明された。その証し
の一例として， 彼がア メ リカ時代に著 し た 『 中国怪談
集 』 の 「孟訴のはなし」にみ ら れる女性描写 が原典と
いかに相違しているかを詳細に吟味され ， その聞の相









画 教 育 学 部
この大会開催にあたり教官及び事務官の関係の方々
から多大の援助を賜ったことに厚くお礼申しあげ たい。
長後になったが，富山県 ・ 富山市から も 助成金の交付
を受け たことを記して， 感謝の言葉に代えたい。
（平田純， 記）
昭 和 61 年 度 教 員 養成 課程 合宿研修 を 終 えて
「光陰矢の如し 」 と 言い ま すが， 教員養成学部学生
合宿研修 （秋季） の実行委員長として企画 ・ 運営を行
ってからはや 2 ヶ 月が過ぎ ま した。 この合宿研修は，
単位等に関係与く学生の 自主 自 学の精神を基盤に 4つ
の 目 的がその柱とされてい ま す。 その 目的は，
(1）教育学部における教育 内容をより充実すること。
(2）集団的 な 教育的諸 活動の指導力を身につけること。
(3）共同生 活による相互啓 発と連帯感の育成を図り，
椙互の親睦を深める乙と。
(4）豊か な人間性の形成に寄与し， 資質の優れ た教員
の養成を図ること。
でし た。 今振り返ってみると様々な 反省点が心に浮び
ま すが， その反省 も 含めながら乙れらの 目的が達成さ
れたかどうか ， 特に（1)と（4)0) 目 的に焦点をあて振り返
ってみたいと思 い ま す。
(1）教育学部における教育内容をより充実すること。
今回， 企画 ・ 運営も含めこの野外研修を自 主的に行
うという乙とは， 日頃の大学での教材研究に留 ま ら な
い多くの乙とを学ぶという点で， 非常に意義がある も
のだと思い ま す。 しかし， 私達企画委員にとっては，
u 日頃大学では 学ぶことができないもの ” であるだけ
に企画頭初から戸惑いの色は 隠せま せんでし た。 「一
体 何をすればいいのか。 J二聞に渡る打ち合わせ も暗中
模索の ま ま ， 結局はほぼ昨年の企画を踏襲する形と な
ってし ま った のです。 企画内容を決めていく段階で も，
私を含め企画委員一人一人が 目的を把握してい与かっ
た乙とや， 自 分達の手で作り上げてい乙うという気持
ちが薄かった乙と も あり， ただ徒らに日を費やしてい
くばかりでした。 乙のような 状態で 8 月上旬， 初めて
の下見が行われ ま した。 実際に， 立山少年 自然の家を
目の前にし， 各委 員の心の中広緊張感と同時に「 よし，
やっ て やるぞJ という気持ちがみなぎって き ま し た。
実行委員長 筏 井 弘 毅
これを転機としてその後， 何回かの下見， 幾度とない
話し合いを重ね， 当日を迎えることとなったのです。
研修内 容は， オリエンテーリング， 座談会， ク ラフ
ト ， テ ン ト 研修， 野外炊飯，キ ャ ンプファ イ ヤ ー，登
山。 どの研修においても， 学生一人一人 が 自 主的に，
活発に活動し， 特にク ラフ ト では， 同宿していた小学
生の参加 もあって「子ど も たちと一緒 K。 J と大変な 盛
り上がりを見せま した。
乙のように， 研修を実際に行う 乙 とを通じて， とか
く子ど もに研修をさせ， それ を見ているだけの教師が
多い中で， 子どもと一緒に 活動をし ながら子どもたち
を見守ってあげられる教師に なる下地を， 一人一人が
作 っていっ た ように思い ま す。
以上のように， f教育 内容をより充実する」という
目 的は， 参加 学生の 自主性に支えられて ， 十分達成さ
れ たと思い ま す。





な るため』と J ' 「結婚 ・ 恋愛についてJ ， 「現 代の大
学生 」 等， 様々 なテー マについて話し合うという形を
とりま し た。 「 教員養成学部合宿研修J ということを
考えた ならば， 「 u 教育 ” をテ ー マとし た座談会J に
するという方法 も あると思いま す。 しかし， 教師にな
るのだから教育について話し合えばよいというのでは
なく ． も っと根底にある u 人間性を磨く ” という乙と
に重点を置いでの話し合いが必要 なのではないか。 直
接子ど も たちに接する一人の人間としての「教師の人






で， 各人が色々 な乙 とを考える乙と ができたのでは な





しかし，合宿研修を終えた自分を見てみる と ， 一 回り
大きく なったよう な気がします。乙の研修に参加した
学生が， 将来教師 と して子どもたちと 触 れ合う時 ． こ
の体 験を生かしてほしいと 思います。今後，この合宿
研修がより良いものと与る乙 と を願 ってやみません。
最後に なりましたが，至ら ない私達を陰 ながら暖い
目で見守り，御指導下さっ た立山少年自然の家の職員
の皆様， 学部補導委員及び参加下さ った教官の方々，
事務職員の方々に深く感謝 し ペンを置くこと とします。
教 育 実 留 を 終 え て
教育実習が終わ った。昨年は富大附属小 学校で 1 5.5
日間で、あった。そして今年は， 堀川l小 学校で 1 4.5 日，
和合中学校 で 7. 5 日と ， 期間も内容 もより充実した実
習 と なっ た。
昨年は，すべてが初めての経験であり，その 日その
日を子どもたちと 過 ごす乙 と だけで精一杯で， 授業の
ための準備がおざ♀りに なりがちであ った。そうした
反省から，今年の実習 では，自分で できる限りの準備
をする乙と を第 1 の目標 と し て臨んだ。
今年の小学校実習 では， 3 年 生を担当した。授業や
事後反省会を通して， 子どもたちの発達段 階から ， 授
業中の 発問，板書の方法に及ぶまで， 担当教官が丁寧
に指導して下さ った。その中でも， よく話題に なった
乙 と は， まず子どもの発言をきいた ら ， それを教師が




のだ と いう乙とを教えられた。 そのためには，教師も
常に考え ， 子どもの発言を 「乙う与のね 。」 と 復 唱 な
どし ない乙 と ，わから ない時には， 発言者にきき なお
すのでは なく 他の子どもにきいてみる乙と ， 他の子ど
もたちがどう聞いているのかを絶えずおさえるこ と ，






教育 学部4年 今 井 真 理 子
うと したあまりに ， 音楽的活動よりも話し合い中心 と
なった。その中で子ども同士の感 情がぶつかりあ って，
と んでも ない時聞に なっ てしま った。ただ意見を取り
出すだけで， ど乙に関わ っ てくるかまで予測しきれ な
かっ たためだ と 思 う 。 他にも，自分に欠けている部分
や教材研究の不備 な点 など，解釈の視点がたくさんあ
り得るところの多い授業と なった。子どもたち自身の
感想を読んでみると ． けんかに なっ てうるさいだけだ
った という子から，けんかする程の 乙 と は与く， 認め
合うべきだ という子や，00君たちは自分の意見をし
っかりも っていてす ごいという子 など． 受け取り方も
様々であった。 なにか， 大変貴重 な体験をさせていた
だいたよ う に思う。
小 学校 では，音楽はみん なが楽しみにしている授業
の 1 つで、あっ た。しかし，中学では息抜 きの場 と 考え
る子はまだ良い方で， 「受験に関係 ないもん な」で片
づけてしまう子も多し＇o そん な生徒にいかに興味をも
たせるかが問題であった。 この時期， ち ょ うど合唱コ
ンクールと いう行事のため，ク ラ スがま と まろう と し
ている姿勢も見られた。関心をもつこ と があれば，必
ず子どもたちは意欲 を見せる。教科の中 だけで なく ．
他行事 とも関連させて授業に取り入れるこ とも大切だ
と 煙、 っ た。
また，折角子どもたちが関心をもち， やる気をみせ
ても， 教師の技術や教材研究が足り ない と ，その気持
ちを維持させる乙 とはでき ない。私自 身， 短い中学校
実習の期間の中で，精一杯伴奏の練習 や 教材の準備 な
どをしたつもりだが， 子どもの要 求に応じきれ ない場
面がたくさんあ った。子どもたちの意欲 に乙たえ られ
- 2 0 ー
る力をつけておく 乙 と は， 当たり前のよう だが重要な
こと である と 思、 っ た。
また， 教師の仕事の内容も， 小 学校 と 中学校 で、は大
きく 違 っている。一見 ， 中学校の先生は空き時間もあ
り， 研究時聞を多 く もてるよ う に思えるO し かし． 中
学校の校長は ， 「本 当の仕事 と い う の は ， 人間を育て
ること だ。 教科以外に書類整理 ， 理境整備伝どもあり，
一番大変 なのは生徒指導である。 J と おっ し ゃ った。
私たちは， 教師と い う 仕事の中の一 面しか， まだ経験
していないわけであるミ 放課後， 遅 く まで相談室で生
徒と語り合 っている先生方の姿を見て， それを痛 感 し
た。 そ して，教師の仕事の重さに ついて考えるよい契
機と もな った。
乙れらの経験を通して， 私は毎日感動していた。大
学では， 教科の分析 と 子どもの反応の予想を頭の中で
だけ考える乙 と になる。 しかし ， 教育実習では，実際
に子どもたちの なまの活動があり， それを基 に教材研
究ができた。教材研究は ， 子どもたちと 離れた乙とを
研究するのでは なく ， 子どもの実態を細か く 調べる乙
とから始め なければ意味が ない乙と も実感できた。実
際に そのよ う にできる と い う わけに はいか与い が， 今
年の教育実習 は大変意味深いものにできたと 思 う 。
教 育 学 部 附属 教 育 実践 研究指導セ ン タ ー の
課題 と 現状
教育学部の附属教育実銭研究指導 センタ ーは ， 設置
以来すでに 5年を経過し ， 現在全国の教育大学（学部）
は， そ の3分2以上が上記の センター名称の外種々の
名称の センターを設置 し ，したがっ てその性格は必ず
しも各大学 （学部） に よ って一様でない。
当 学部のセンタ ーは， 教育実践に 関する理論的， 実
践的研究及び指導 を行 う と あり ， 学校 における教育実
践の理論的 ・ 実践的研究 と 指導， 教育実地研究（実習）
の改善開発の研究 と 指導及び教材 ・ 教具の開発研究 と
指導が主要な 目的 と なっ ている。 乙れを要する に， 教
師行動の研究 と その訓練プログラ ムの開発と ， その成
果に よる指導であると 云 っ てよい。
元来教育学部は，義務教育学校の教師養成教育をそ
の実質的目的と してい る が，学部それ 自体 が教師教育
そ のものを研究対象 とする使 命をもっ ている。他の専
門職業教育を目的 と する学部が， そのための研究 ・ 指
導 センタ ー を侍たず，また欧米先進諸 国の教員養成教
育の機関が， わが国の 如 く か 〉 るセンタ ーを一様に 設
置している例は必ずしも多 く 住い現状からみて，巌近
の臨教審の答 申内 容に も見られる如 く ， また欧米先進
教育実践研究指導 センター長
教育学部教授 藤 井 敏 孝
諸国の教師教育の改善策に も呼応して，義務教育の内
実的方面における発展施策に答え よ う とする意図に 発
していると云 ってよい。
学校の教育実践，そしてまた教師行動は ， 極めて多
傑な要素から成立し ， 例えば授業の展開， 生徒指導や
学級経営 という 教師の行動は， そ の一般 イ比 個性化 ・
理論と 実践の綜合 とい う こ と において，極めて多様に
して複雑 な次元 と要素から成り立 っている。古来一般
化 と 教育的 タ ク ト の綜合 として指摘されてきた領域で
ある。 し たが っ て教師行動の訓練は， 理論的基底と 云
わば 臨床的訓練に よる実践的訓練を綜合する乙 と に あ
る。
か〉る意味で， 最近額著な発達をなしっ 、 ある教育
工学， コン ビ ュ ータの活用 や教育 情報科学の成果を活
用 しながら， 教授スキルもの開発 ，教職教養プログラ ム
と 教育実地教育の研究などを直して ， 教師養成教育の
理論的， 実践的研究を行い． またそ の成果を実践的指
導に 活用 し ． 学部のもつ課題のー拠点と しての使 命を
果しつ〉ある。
咽－Aq－－ 
悶 理 学 部
1 986 年度 日 本地球化学会年会を終え て
本学理学部 2 号館講義室において ， 10 月11 日から1 3
日の 3 日間に上記の研究発表会が開催された。 同年 会
は 日本地球化学会が主催し， 日本化学会が共 催するも
ので，地球の大気 ， 水，生物，岩石，そして地球外物
質 に関 す る化学元素の分布と移動の研究，さらに ， そ
の応用 である環境問題および災害予知の化学的研究位
どの地学 と 化学の境界領域の研究に従事する者が一堂
に会して研究 発表および討論を行なう会である。 なお ，
日 本地球化学会年会カ叶ヒ陸地方で開催されたのは1966
年 に金沢大学で開かれて以来のこと であっ た。
初日はチ ェル ノ ブイ リ原発事故 に よ って放出された
放射性元素の 日本への降下をは じ め ， 大気，降水， 岩
石， 鉱床，温泉，地球外物質 に 関する90件の一般講演
が行なわれた。 2 日 目は金沢大学阪上正信教授および
富山大学 佐竹洋助教授をコンビ ナーーとして「環境に
おける放射性および安定同位体の動態」をテーマ と し
た課題講演が行なわれ ， 13件の研究 発表があ ったほか，
一般講演 と してカメルーンガス 事故の調査報告をは じ
め， 火山ガス ， 地震 ， 岩石， 年代測定 などに 関す る 56
件の研究 発表があ った。 そして， それらの発表終了 後 ，
アーカンソ 一大学黒田和夫教授の「核地球化学 1 9 3 6  
-1 9 8 6  Jと 題する招待講演があり，黒田教授の長年 に
わたるアメリカでの研究生活の苦労 と その成果が， 歌
舞伎の場面になぞらえたユーモアあふれる表現で話さ
れ， 核地球化学 を専門としない人達 にも，50分間の講
演時聞を短かく感 じさせた程の興 味 と 感銘を与えた。
つづいて総会が開かれ， さらに総会終了後には学生会
館大集会室において懇 親会が聞かれた。 参加者は 220
名もあり，生協食堂部が準備した山海の珍味は会費の
額以上の内容であるとの好評を得た。 そして巌終 日 に
は，海洋， l豊水 ， 岩石 一水反応、 ， 環境 に関する62件の
研究発表が行なわれた。 なお， この 3 日 間の期間中 6
件のポス タ ー発表が理学部 2 号館教養部 301 講義室で
行伝われ， 最終 日 には， それに 関する討論 も行なわれ
た。
上記の 3 日 聞における研究発表総数は 227 件，うち
富山大学からの発表は 3 件， 参加者数は ， 全国の 国公
私立大学および研究所などの研究者を主体 と して 約 3
50名であった。 これは， 関連学会 との会期の重複など
の不利な条件があったにもかかわらず， 昨年の筑波に
おける周年 会と 同僚の規模であ っ た。 そのため講演会
理学部教授 水 谷 義 彦
場 と なった理学部 2 号館の理学部第 4 ' 7' 9 および
10番講義室は ， 時 には場外に人があふれる程の盛況で
あ った。 特にチ ェルノ ブ イ リ原発事故関係の研究 発表
やカメルーンガス 事故調査報告などは， タ イ ムリーとE









解 とど協力をいただいたこ と に厚く感謝したい。 また，
30人近い理学部地球科学科の卒業生および学生諸君が ，
会場係 と して， 会の円滑な運営 に努力してくれた乙と
も記しておきたし、
つぎに 若干の感想を述べて報告をおわりたい。まず，
全く意外だ‘ったこと は， 大部分の参加者が宿を とった
富山駅前から西町にかけての ビジネス ホテルと大学問
の交通の便の良さである。これは市内電車の珍らしさ
もあ っ て ， 大変好評で・あった。確かに 地方大学で学会
が聞かれる場合， 宿 と 会場の閉の交通は不便な乙とが
多い。その点では， 富山大学は大変恵まれた立地条件
を備えているこ と を改めて認識した。 学 内の会場 設備
を充実して各種学会の研究発表会を積極的に誘致する
のも， 本学の活性化の一つの方策 として有効では 広い
だろうか。そして， 印象に残 った乙とは，本年会の準
備中広多くの人達から「地球化学 とはどのよう とE学聞
か ？ Jと尋ね られた乙と である。 乙れは， 日本地球化
学会年会が富山で聞かれたのは初めてと い う こ と も原
因のーっ と 思われるが，県内はもちろん学内 において
も， 地球化学と い う 学問があまり知られてい な い乙と
を示している。 従って， 今回の研究発表会は ， 地球化
学が我々の 日 常生活に 身近かとE問題を研究している乙
とを多くの人達に知らせる良 い機会となった乙と は間
違いない。最後に， た だ一つ残念だ、っ た 乙とは，多く
の参加者がその美しい姿を望む乙とを期待していた立
山連峰がしぐれ雲に隠れて全 く 姿を見せ なかっ たこと
である。
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図 工 学 部
高分子学会北陸支部研究発表講演会に つ い て
新 潟から福井までの 4 県にある大学 ・ 短大 ・ 工業高
専及び企業等の関係者で構成される高分子学会北陸支
部主 催の第35回研 究 発表 ・ 講演会（10月 9 日） 及び第




研究者により行 な われた。 その後，旭硝 子側研究開 発
部の山辺氏及び名古屋大工 学部の野田教授による 2 件
の招待講演があ った。 4県侍廻りで毎年開 催の当 大会
としては今回 初めて 1 会場増の A , B ,  C 3 会場を併
列に使用 し，延 約 300 名参加の盛会とな った。
又， 後者では上記研究発表会の前座的意義も兼ね て ，
里子田教授 及び， 高 分子研究奨励金（北陸支部） を前年
受領した長岡技科大の手塚教官による 2 件の 「 分子の
立場から見た高分 子材料 J についての講演を基にして，
泊り込みで活 発な討論が行 伝われた。 この会も予定の
収容定員を遥かに上廻る 約 70名が参加した。 震近， 各
種の学会では若手研 究会を催す乙とが盛んにな って来
たが， 高分子学会は早 く から実施して来ており， 当支
部でも既に 8 回を迎えた。






業材料面に浸透すると共に，ハ イ テク時代の要請に も
応え，セ ラ ミ ッ クと共に持殊な機能を備えた高分子化




るが，学会活動を通 じ てバラ ンスのとれた理論 ： 応用
両面の 発展に貢献したいものと考えている。
最後に此の度の開催に当り，世話促 当 った工学部工
業化学科島崎，広 岡，教育 学部の竹内の 3 人は，御協
力と御配慮を賜わ った多数の教官， 学生並びに事務当
局の諸氏の他，富山県及び富山市を初め多 く の富山県
内 関連企業より御援助を頂いて，大過な く 実施できた
乙とに厚 く 感謝致します共に， 「高分子j に高い関心
と深い理解を待つ人の増加することを期待します。
化 学 工 学協 会 ・ 北陸大 会講演 会 を 終 え て
去る 7 月17日， 18日の両日，化学工学協会関西支部
の北陸地方大会が一般研究 発表 ならびにセミナー「コ
ン ビ ュータ 一時代の プ ラ ント ・ オペレーション一省力
化 ・ 防災 ・ 保全教育－J および「微粒子を含むガスの




れて ， 完成した新学舎の披露 も あり， 教室員一同． 実
行委員 と して万全を期 したとい っ ても過言ではなかろ
う。 実行委員Kは，ほかに北陸化学工 学懇話会の当 番会
社から 2 名，お な じ く 金沢大から 2 名の協力をえた 。
最近の関東支部は じ め各支部の地方大会では ， 従来
工 学 部 化 学 工 学 科
の一般研究 発表に加えて， 時宣をえたテーマのセミナ
ーでひろ く 業界からの参加も呼びかけて成功する場合
が多 く ，本大会でも，協会の研究会グループの地元メ ン
パーから提案された官頭のニつの セミナーを用意した。
さらに特別講演 と して， 学術会議会員で富山高専校長
の桐栄良 三氏に u 乾燥操作の進歩について一凍結，噴
霧 ， 撹祥伝導乾燥ー ” を ， 協会会長で京都大学教授の
高松武一郎氏に .. 21 世紀へ向けてのプロ セスシステム
工 学の夢 ” をそれぞれお願いし，また，展望講演には ，
本学の若林教授に “ 防 災 ・ 生産技術に対する執念 ” な
らびに三菱電機鱒 LS I 研， 福本グルー プリーダに ”
ユーザーが求 め る ク リ ーン化技術について ” の 2 件を
予定した。
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さて， このような企画の甲斐があったのか ， 参加者
は当 日 登録を含め 300 余名で， 北は北海道から南は鹿
児島まで， 全国各地から集まっていただ く こ とが出来
た。 なお， 予 約 登録者 250 名の中に は ， 地元はじめ，
近隣府県の業界から 1 1 0 名の参加者がみられ ， 前回よ
りかとEり広い層の研究者， 技術者の関心がえられたよ
うである。 また発表の応募件数も予定を大巾 に上向り，
一般研究 発表が主 として大学関係で75件， セ ミナ ー が
業界， 大学関係あわせて26 件あり，大会を盛りあげて
いただいた。
初 日 は前 日 までの梅雨空がから り と 晴れて早朝から
出足もよ く ， 時間的にはか なりハード伝， プログラ ム
であったが， ほぼ予定通り特別講演， 一般研究 発表を
すませた。各会場 と も予定時間をオーパー する活発な
質問のやりとりがあり， 坐長も進行に や き もきする具
合であった。 夜の懇親会は北陸化学工学懇話会の き も
たりで第一ホテルでおこ なわれ ， 学長， 学部長に も出
席ねがってに ぎやかであ った。 二 日目は全 日 ， 二会場





会場には， 借用 手続 き の関係で， 年度がわり早々，
いずれもO H P を使用するので是非冷房入りというこ
と で ， 大会議室， 化学工学科， 機械工学科各会議室の
三会場を予 約 しておいた。 当 日は特別講 演， セミナー
各会場を中心に聴講者がふ く れ上り， 特別講演会場で
は 130 名余りの熱気で冷房が き かな く なったり， セミ
ナー会場では坐席が足りず， 折畳み椅子を急ぎ補充す
るなど， 予想外の満員盛況であった。 しかしこ の大会
を通じて ． 夏休み中でありながら， ひろい講義教棟に
会場をまと めて と る乙とが出来なかった こ とは向とし
ても残念であった3
おわりに， 大会 2 日 聞に わたり， 多 く の方々に いろ
んなお世話をね がい， またど迷惑をおか け した こ と と
思います。 教室員一同改めて心からお礼 と お詫び‘を申
し上げます3 （文 責 ・ 教授 田中久弥）
わかゆ 学 年 部 だ よ り かみゆ
固 体育系サ ー ク ル リ ー ダ ー研修会に つ いて
本年度の研修会は， 2泊 3 日の 日程で山野ス ポーツ
センタ ーにおいて， 下記の と おり実施され， 各サーク
ル代表者が参加し ， 熱心な討論を重ね 有意義1ζ終了す
る こ とがで き ました乙 とを報告する と と もに ， 乙乙に
あらためて関係各位に 感謝いたします。
なお， 今年度も昨年度 と同様 に ， 学外講師を招いて
講演を行いま した。
。実施概要
期 日 昭和6 1年10 月 1 日 （水） ～ 3 日（金）
( 2 7自 3 日）
場所 富山県体 育 協会 山野スポ ーツセンタ ー
（富山県上新川郡大山町本宮）







ー クラブ におけるリーダーシ ッ プ 一
分科会 I 「クラブ活動の現状と 問 題点J
分科会 H 「 クラブ活動の問題点の解決策J
分科会田「良 き リ ー ダーに なるためにJ




u 企業におけるリーダー像 に ついて ”
日 本海電側K.K 顧問 白 川昭称
u リーダーのあり方 について ”
雄山高校教諭 山中 茂




（ 講 演 風 景 ） （ 分 科 会 ）
「 明 日 の 体 育 会 ク ラ ブ の た め に 」
体育系サー クルリー ダ 一研修会（以下， リ ー研と略
する。 ） は， その 目的を ， 「課外活動のあり方や問題
点、について， 分析 ・ 検討しリーダ ーとしての 資質の向
上を図りあわせてサー クル相互の理解と親睦を図る。」
として ， 毎年 学生部と体育 会が行なっています。
今年も， 昨年に続いて大山町の山野スポ ー ツ センタ
叶乙於て ， IO 月 1 日付ト10 月3日働の 2 泊 3日の日程
で行 主いました。 今回のリー研は ， 特に研修会を終え
て参加者 ι確固たるリー ダ ー シ ッ フ。を侍っても ら う こ
とを 目的とし ， クラブに存在するあ ら ゆる問題に対拠
し 得る能力を身につけてもらう こ と を 目指しました。
そのために， 予めクラブに対して行与ったアンケート
から抽出した， クラブに実存する問題で事例を作り，
それを分析 ・ 検討するとい う 事例研究を取り入れまし
た。さらに講演と討論会に密接なつながりを持たせる
ため ， リ ー ダ ー シップとい うテ ーマを待つ講 演を二つ
用意するなどしました 。然しなが ら ， 全クラブに参加
を呼びかけたにもかかわ ら ず ， 28クラブ55名の参加に
終わり乏 した。 乙れには ． 教育 学部のオリ エンテ ー シ
ヨ ンなどが重なった乙とも原因であると思われます。
さて， 討論会ですが ， 有効に討論を進めるた め， 参
加者を 5 つのク、、ループに分けて，テ ーマを「クラブの
問題点とその解決jとして行ないましf.::. o 事例研究は
今回初めて取り入れた た め ， 乙ち ら の経験 ， 研究不足
で ， その効果を 100 %引 き出すには至りませんでした。
それでも，討論自体は活 発で ， 議事進行を 司さ どる議
長た ち も思わず身を乗 り 出す ほ どでし た 。
講演は 学外から三氏を招いて行 年いました 。 まず ，
実行委員 長 五 十 里 勘 司
富山市民病院の山野先生に「スポ ー ツ傷害とその応急
処置」とい う 題でスポー ツ 中に起 きやすい怪我や故障
の応急処置についての話 ， 日本海電測凪の白 川氏に「
企業の中のリ ー ダ ー像」 と い う 題で， 企業のリ ー ダ ー
の分類， 特徴そしてスポ ー ツ とのつながり， そして ，
雄山高校教諭 の山中先生に 「チー ムにお貯るリ ー ダ ー
のあり方j とい う 題で ， 氏の経験から発見したリー ダ
ー像をそれぞれ講演していた だ きまし た 。
講義は学内から二氏を招いて行ないまし た 。 まず ，
体育教官の稲担先生に「活力あ る人間とスポ ー ツ 」と
いう 題で自然と人間とスポ ーツ のっ とEがりを ， 教養部
講師 の大川先生には「新 トレ ーニング法研究」 とい う
題でウェ ー ト ト レ ーニングについての正しい知識と方
法を ， 理論と実技を合わせて， それぞれ講義していた
だ き ました 。
全ての講演・講義， 討論会の終わっ た 夜， ク ラ ブ相
互及び ， 体育会とクラブの親睦を図るた め自由交歓を
行ない ， 明日の体育会クラブのた めに語り合い ， 歌い
ました 。
乙う して， リ ーダ ー研修 会は終わりまし たが， 人間
と は時 と していい加減な もので ， 熱い感動もほ ほ を伝
う涙も， 時間の経過 と と もに忘れてしま う ものです。
リーダ ー 研修会の参加者の皆さんには ， 乙の研修会で
得た ものを忘れ ないよ う にして ， 明日の体育会クラブ
の 発展 と前進のた めに生かしていってほしいものです。
最後に， 乙 の研修会を行な う にあたって， ご尽力し
て頂いた 学生部，体育教官の 方々 に感謝をして ， 挨拶
と換えさせて頂 きます。
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悶 昭 和 6 1 年度 後学期 専 門 移 行 者調
( 61. 1 0. 1 付 ）
学
Jγと竺土
専 門 教 育課程移行者数 移行 不 許 移 行 対 象
部 5 6  5 7  5 8  5 9  6 0  可 者 数 者 数
人
人 文 学 科 2 1 7 8  1 3 9 4  
文
語 学 文 学 科 1 7 5  5 8 1  
計 2 2 1 5 3  1 8  1 7 5  
小 学 校 教 員養成課程
I 1 3 9 1 1 41 
教 中 学 校 教 員 養 成 課 程 1 2 4 7 5 5 5  
養 護 学 校 教員 養成課程 20 20 
τ円白 幼 稚 園 教 員 養 成 課 程 3 0  3 0  
計 1 3 23 6 6 2 46 
車至 済 学 科 4 9 7  3 3  1 3 経
車歪 営 � 科 2 9 8 4  4 7  1 42 
済
経 営 法 学 科 2 45 23 7 0  
計 2 1 5 2 26 1 0 3  3 46 
数 学 科 3 3  1 5  48 
物 理 学 科 3 3 3 0  1 6 52 
理 化 学 科 2 3 0  1 3 45 生 物 学 科 2 26 5 3 3  
地 球 科 学 科 5 23 1 3 42 
計 4 12 142 6 2  220 
R噌程§' ヌ件=t 工 品ナ込ι 科 2 2 41 1 3 5 8  
工 業 化 学 科 I 2 9 21 5 1  
金 属 工 学 科 1 1 27 22 52 
機 械 工 学 科 1 1 6 40 1 5 6 3 工
生 産 機 械 工 学 科 1 3 0  21 5 2  
化 学 工 学 科 1 2 9  20 5 0  
電 子 工 学 科 1 2 2 9  1 3 45 
計 1 1 5 14 225 125 3 7 1 
.g 齢 計 1 1 1 4 46 9 82 3 1  4 1,3 5 8 
昭 和 6 1 年度後期授業料免除に つ い て
（参考） 前期授業料 免除実施状況昭和61年度後期授業料の免除については，さきに開催
の授業料等減免選考委員会の選考を経て， 出願者 同1
名 （学部 臼8 名， 大学院52名， 専攻科 1 名） の う ち，
47 9 名 （学部435 名， 大学院44名）が全額免除， 33名
（学部25名， 大学院 7 名， 専攻科 1 名） が半額免除を
許 可された。
区 分 出願者 許 可 者 不許 可者
なお， 授業料 免除及び奨学金を希望する者 で ， 不明
な点は， 厚生課奨学係 又は各学部の学務係 （教養部は






5 3 7 名
5 3  
1 
5 9 1 
46 1 名 7 6 名( 2 6 )  
4 9  4 ( 5 ) 
1 。( 1 ) 
5 1 1  8 0  ( 3 2) 
（ ）は半免で 内数
授 業 料 免 除 の 収 入 限 度額 に つ い て
授業料免除は 「経済的 な理由に よって納付が困難で （ 例 ） 4 人世 帯 一 両親 ・ 本人 ・ 公立高校生
あり， かっ， 学業優秀と認められる場合JK許 可され 5 人世帯一 両親 ・ 本人 ・ 公立高校生 ・ 中学生
ることに なっています。
授業料免除を受け る 乙とのできる「世帯の年間収入
総額Jは， 所得の種類 ， 世帯の構成， 通学形態が異 な





（大 都 市 等）
B 級 地
( A 級地以外）
世 帯 収 入金 額
4 人世曙 5 6 0 万円
5 人世帯 6 1 4 万円
4 人世帯 5 4 5 万円
5 人世帯 5 9 8 万円
なお， 自宅外通 学者の場合は， 下記の金額�L.37万円
を加算した 額以下に な り ますっ
（ 注 ） 級地の 区 分は学資負担者の住所に よる も のですっ
詳細は学務係へ問い合わせて下さい。
昭和 6 1 年 度 学 生 健康 保 険 組合 予 算 及 び
昭和 6 0 年 度 学 生 健康保 険組 合決算 に つ い て
標記に ついて ， 去る 1 0 月 1 6 日 の理事会に おいて ， 下記のとおり承認されましたO
1.  昭 和 6 1 年度学生健康保険組合予算
＜預 り 金＞
収 入 の 部
繰 越 預 り :nへz 6,8 3 9 , 7  0 0 円
新 入 生 等 組 合 費 6 , 9  30, 1 0 0 円
止口』 言十 1 3,7 6 9 ,8 0 0 円
＜運営費＞
収 入 の 部
前 年 度 繰 越 金 2,8 9 9 , 9  0 1 円
昭 和 6 1 年 度 預 り 金
よ り 繰 入 金 4, 9 8 6 ,4 0 0 円
預 金 未lj 患 6 0 0,0 0 0 円
tロ』 計 8,4 8 6 ,30 1 円
2. 昭和 6 0 年度学生健康保険組合決算
＜預り金〉
月叉 入 の 部
繰 越 預 り ノ蕊ヘ 4 , 9  8 4,0 0 0 円
新 入 生 等 組 合 費 5, 9 9 2,8 0 0 円
Aロ、 言十 1 0, 9 7 6 ,8 0 0 円
支 出
運 営 費 へ 繰 入 金
返 還 王ノ立、
預 り 五¢. 
Z口』 言十
支 出
医 療 費 等 給 付 金













4, 9 8 6 ,4 0 0 円
4 4,0 0 0 円
8,7 3 9 ,4  0 0 円
1 3,7 6 9 ,8 0 0 円
部
4,8 0 0,0 0 o 円
6 2 3,0 0 0 円
3,0 6 3,3 0 1 円
8,4 8 6 ,3 0 1 円
部
4,1 03,1 0 0 円
34,0 0 O 円
6,8 3 9 ,7 0 0 円
1 0, 9 7 6 ,8 0 0 円
＜運営費＞
収 入 の 部 支 出 の 部
前 年 度 繰 越 金 3,0 2 3,2 5 4 円 医 療 費 等 給 付 金 4,4 7 1 , 4  2 3 円
昭 和 6 0 年 度 預 り金 事 務 運 営 費 3 1 8,7 0 0 円
よ り 繰 入 金 4,1 0 3,1 0 0 円
預 金 利 息 5 6 3,6 7 0 円 翌 年 度 繰 越 金 2,8 9 9,9 01 円
t口』 計 7,6 9 0,0 2 4 円 tロ』 計 7,6 9 0.0 2 4 円
0 昭和60年 度の医療費給付件数は 873 件で， I 件 当 た り 医療費給付金額は 5,088 円 でした 。
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